
事業の目的 認知症施策をより効果的に実施できるようにする。

27年度

評価 29年度末までを目指して２９年度に検討予定。

今後の
取組

検討を２９年度に実施する。

進捗状況 ⑤未実施

進捗状況 ⑤未実施

掲載ページ 102 事務事業名 認知症ケア向上推進事業 担当課 高齢福祉介護課

27年度

評価 29年度の配置を目指すため、28年度に検討。

今後の
取組

検討を28年度に実施する。

事業の概要
病院や介護保険施設等での認知症対応力向上の推進、地域密着型サービス事業所や介護保険
施設等での在宅継続のための相談・支援の推進、認知症の人の家族に対する支援の推進、認知
症ケアに係る多職種協働研修推進等で必要となる事業に取り組む。

高齢福祉介護課

事業の概要
医療機関、介護サービス事業所や地域の支援期間をつなぐ連携支援や認知症の方や家族を支援
する認知症地域支援推進員を配置する。

事業の目的 認知症施策をより効果的に実施できるようにする。

掲載ページ 102 事務事業名 認知症地域支援推進員配置事業 担当課

複雑化する成年後見制度の相談に成年後見支
援センター職員が適切に応じた。
市及び関係機関による事例検討や情報交換に
より、ネットワークの構築が進んだ。

実績 6
今後の
取組

成年後見支援センターを引き続き、運営し、市民
からの相談に応じる。成年後見支援ネットワーク
連絡協議会を継続的に開催し、市と関係機関の
連携を一層、強化する。

評価

27年度

目標値 6

評点 S

事業の概要
市民からの成年後見制度に係る相談を専門的に受け付ける「成年後見支援センター」を設置・運営
する。
「成年後見支援ネットワーク連絡協議会」の開催により、関係機関の連携を推進する。

事業の目的 認知症高齢者等の支援。

評価の指標 成年後見支援ネットワーク連絡協議会の開催回数：年６回

６－５　基本方針５　認知症の早期発見と認知症高齢者を支える体制づくり
（３）認知症に関する相談窓口の充実強化

掲載ページ 102 事務事業名 成年後見支援センターの運営 担当課 高齢福祉介護課
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若年性認知症施策の推進

②予定どおり進んでいる

事業の概要
経済的な問題や家族の役割交代等、多くの問題を抱える若年性認知症患者に寄り添うことが出来
る支援を目指す。

事業の目的 若年性認知症の方への支援を充実する。

27年度

評価
オレンジプランの中で、本事業への取り組みは県が主に担うこととなっているため、市で
は茅ヶ崎保健所で実施する「若年性認知症のつどい」等に参加し、サービス等の情報提
供を行った。

今後の
取組

市で取り組むべきことは何かを検討する。

進捗状
況

担当課 高齢福祉介護課掲載ページ 102 事務事業名
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